
国　　　　名
１位 日本 91.8 %
２位 韓国 5.0 %
３位 中国 1.4 %
４位 タイ 0.9 %
５位 マレーシア 0.6 %

国　　　　名
１位 - -
２位 - -
３位 - -
４位 - -
５位 - -
【当該国際機関で働く邦人職員】

ポストの名称 職　員　氏　名 備　　考

　国際機関名
（英語略称）：

国連環境計画アジア太平洋地域資源センター（UNEP RRC.AP）

英文名称：
United Nations Environment Programme,
Regional Resource Centre for Asia and the Pacific

2011-A

種　　　別 　国連（事務局）　　　　　国連（基金・計画）　　　　　国連専門機関　　　　　その他　　　

 【所管官庁担当局課・室名】：環境省水・大気環境局大気環境課

【当該国際機関の本部所在地・活動目的等の概要】
EANET事務局：バンコク（タイ）、EANETネットワークセンター（NC）：新潟（日本）
（目的）東アジアにおける酸性雨問題の状況に関する共通理解を形成する。
酸性雨による環境への悪影響を防ぐため、国や地域レベルでの政策決定に有益な情報を提供する。
参加国間での酸性雨問題に関する協力を推進する。

【当該国際機関の財政（２０１１年予算）】
当該年度の総収入額：１，７９６千ドル
当該年度の総支出額：１，７９６千ドル
次年度への繰越額：０千ドル

会計検査機関名：Individual Supachai Auditing and Business Consult及び　新日本有限責任監査法人
（現在の構成員の出身国：（民間監査法人））

【任意拠出金の拠出上位５ヶ国等　（２０１１年のもの）】
金額（千ドル） 拠出率（％）（注）

953.4
52.4
15.0
8.9
5.8

【分担金・義務的拠出金の拠出上位５ヶ国等　（２０１１年のもの）】
金額（千ドル） 拠出率（％）（注）

-
-
-
-
-

　邦人職員数
　うち幹部以上

UNEP RRC.AP:１人　うち０人 　当該機関全体の職員数
　及び邦人職員が占める率

【注：当該国際機関の会計年度】
当該国際機関の会計年度は毎年１月から１２月末までとなっている。したがって、我が国（及び他の加盟国）
とは会計年度が異なっているため、拠出率の扱いについては暦年となっている。

UNEP RRC.AP:
２６人　3.8％

NC:２３人　うち１人 NC：２６人　88.5％

　【邦人職員が占めている幹部ポスト（Ｄポスト以上）】

NC所長 秋元　肇


